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全日本剣道連盟居合「指導上の留意点」

「指導上の留意点」は、初心者から初級者（三段以下）・中級者（四 ・ 五段）にも分かりやすい指導
ができるようにと作成したものです。指導する人だけでなく、教わる人にも分かりやすい文章となるよ
う心掛けています。更なる向上を目指し、今後も改善・修正をしていきます。是非、皆さんのご質問ご
助言をお寄せ願います。

ー、作法
1. 携刀姿勢：右手は軽く伸ばした指先が袴に接するようにして、体側にそって自然に下ろす。
2. 神座への礼：刀を右手に持ちかえながら両足の踵をつけて、気をつけの姿勢となる。
3. 始めの刀礼：

ァじり

① 刀の置き方：右手は「たなごころ」（＝手のひら）を上にして親指を鍔にかける。左手は「�
近く」※1を上から下げ緒とともに握る。「錨」をやや手前（こぶし1つ分）に引いて静かに横
たえる。刀全長（柄頭から「錨」）の真ん中 (2 分の 1) のところが自分の正中線上となるよ
うにする。 ※ 1 「錨近く」とは、「錨」よりこぶし 1 つ分、離したところ。

② 帯刀の仕方：刀を両手で同時に取り、「錨」を左手の親指でわけた帯の間に入れる。左手は左
帯におくり、右手で鍔がへそ前に来るように「刀を帯びる」。

4. 終わりの刀礼
①刀の置き方と座礼：左手で刀をわずか右前に出し、右手で持ち替える。刀は右斜め前の床上に

真っ直ぐに立て、「錨」を動かすことなく刀を静かに左に倒す。刀全長の真ん中 (2 分の 1)

が自分の正中線上となるようにする。下げ緒は右手で揃える。
※刀を左に倒す際、「錨」を床にすべらせないようにする。

②刀のとり方：刀を止めることなく静かに正面中央に立て、鞘の全長の中ほどに左手をおくり、
「錨」近くまでなで下ろして下げ緒と共に掴む。

二、術技
●一本目「前」
1. 右こぶしを敵の顔の中心に向けて抜き出す。
2. 抜き付けたとき、右こぶしは約 4 5 度右斜め前とし上体は約 4 5度左に開く。
3. 抜き付けた切っ先は右肩の真直ぐ前あたり（敵の左こめかみを切り終わったところ）となる。
4. 振りかぶりは、切っ先を左の耳の後ろを突くような気持ちで、柄頭が右こぶしより上がらず、切っ

先が水平より下がらないようにして、右手を頭上に持ってくる。
5. 左手は振りかぶると同時に柄に手をかけ（ここではまだ握らない）、手の内を締めながら（＝握り

ながら）真っ向から「切り下ろす」。
6. 血振りのとき、「右手のたなごころを上にかえして」と解説にあるように、右手のひらを上に向

け、右脇を拡げるように腕全体を大きく右横へ回しながら肩の高さまで刀を上げたのち、肘を曲げ
て、こぶしを「右こめかみ」※1 に近づける。このとき、こぶしはこめかみ上部（右頭頂部）あたり
とし、切っ先は水平より下げないようにし、正面から見た際に右こぶしよりやや外側上方になるよ
うにする。
※血振りをするとき、刀の角度によって頭を切る等の怪我をする危険性があるため、注意する。
※血振りは、左斜め前を袈裟に切るように振り下ろす。（正面を 12 時として 10 時半から 4 時半
の方向に）振り下ろした刀は横から見た時45度前下がりになるようにする。
※ 1 :右こめかみ＝目と耳の間

●二本目「後ろ」
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